
【
表
面
よ
り
続
き
】 

 
【
内
容
】 

①
全
て
の
未
収
金
手
数
料
は
撤
廃
す
る
。 

②
精
勤
給
（
最
高
１
２
０
０
０
円
）
は
全
て

廃
止
す
る
。 

③
実
車
キ
ロ
手
当
（
１
７
０
０
キ
ロ
以
上
は

３
０
０
０
円
）
は
全
て
廃
止
す
る
。 

④
特
別
賞
与
を
変
更
す
る
。 

 

営
収
配
分 

 

１
９
０
万
円
～
１
９
８
万
円
未
満 
２
％ 

廃
止 

 

１
９
８
万
円
～
２
５
０
万
円
未
満 

 
 

 

５
．
０
８
％
→
５
．
５
８
％
（
０
．
５
％
Ｕ
Ｐ
） 

 

２
５
０
万
円
～
２
６
２
万
円
未
満 

 
 

 

５
．
２
６
％
→
６
．
０
６
％
（
０
．
８
％
Ｕ
Ｐ
） 

 

２
６
２
万
円
～
２
７
５
万
円
未
満 

 

 

５
．
６
６
％
→
６
．
６
６
％
（
１
．
０
％
Ｕ
Ｐ
） 

 

２
７
５
万
円
以
上 

 
 
 
 
 
   

 

６
．
１
２
％
→
７
．
１
２
％
（
１
．
０
％
Ｕ
Ｐ
） 

 

特
別
配
分 

６
８
５
０
キ
ロ
以
上 

１
４
０
０
０
円
↓ 

 
 
 

６
７
５
０
キ
ロ
以
上 

２
６
０
０
０
円 

８
０
０
０
キ
ロ
以
上 

２
９
０
０
０
円
↓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
１
０
０
０
円 

８
４
０
０
キ
ロ
以
上 

３
２
０
０
０
円
↓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
４
０
０
０
円 

８
８
０
０
キ
ロ
以
上 

３
５
０
０
０
円
↓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
７
０
０
０
円 

 

ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入 

 
 

 

（
１
ポ
イ
ン
ト
５
０
０
０
円
） 

 

Ａ 

五
十
一
勤
務
（
四
ヶ
月
間･

公
出
も
含
む
） 

 
 
 
 
 
 
 

は
１
ポ
イ
ン
ト 

 

Ｂ 

無
事
故･

無
違
反･

無
苦
情･

処
分
な
し 

 
 
 
 
 
 

（
四
ヶ
月
間
）
は
１
ポ
イ
ン
ト 

 

Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
満
点
は
１
回
に
つ
き 

 
 
 
 

１
ポ
イ
ン
ト
（
四
ヶ
月
間
の
合
計
回
数
） 

※
実
施
日
は
十
一
月
十
五
日
か
ら
を
予
定 

 

第
三
号
議
案
に
つ
い
て
、
参
加
組
合
員
よ

り
次
の
様
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

●
定
時
制
は
賞
与
が
な
い
の
で
、
ポ
イ
ン
ト

は
つ
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

（
執
行
部
）
定
時
制
の
方
は
ポ
イ
ン
ト
は
付

き
ま
せ
ん
が
、
減
る
部
分
は
な
く
『
未
収
金

手
数
料
５
％
』
が
な
く
な
る
の
で
実
質
、
賃

金
改
善･

上
積
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

●
精
勤
給
も
基
本
給
の
一
部
な
の
で
、
精
勤

給
を
廃
止
す
る
と
い
う
事
は
、
東
ハ
イ
の

『
年
功
序
列
型
の
Ａ
型
賃
金
を
目
指

す
』
基
本
方
針
に
矛
盾
し
て
い
る
の
で

は
な
い
の
か
？ 

（
執
行
部
）
精
勤
給
は
基
本
給
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誠
実
に
勤
務
し
た
者
に
支

払
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
賃
金
体
系
で
は
、

積
極
的
な
営
業
を
行
な
わ
ず
、
所
定
労

働
時
間
だ
け
走
る
等
、
悪
用
す
る
乗
務

員
が
い
ま
す
の
で
、
頑
張
っ
て
い
る
人

が
報
わ
れ
る
賃
金
に
す
る
た
め
の
『
賃

金
改
定
』
で
す
。 

●
精
勤
給
が
無
く
な
る
事
に
よ
り
、
残

業
手
当
と
深
夜
手
当
も
減
る
の
で
は
な

い
の
か
？ 

（
執
行
部
）
精
勤
給
は
基
準
内
賃
金
で

す
の
で
、
当
然
残
業
手
当
と
深
夜
手
当

に
も
反
映
さ
れ
減
り
ま
す
。『
未
収
金
手

数
料
５
％
』
は
東
洋
交
通
一
年
間
で
『
約

５
６
０
０
万
円
』
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
会

社
が
３
割
の
『
約
１
７
０
０
万
円
』
を
負

担
す
る
事
で
『
賃
金
検
討
委
員
会
』
で

様
々
な
試
算
、
討
論
を
し
て
き
ま
し
た
。

精
勤
給
は
営
収
に
関
係
な
く
、
乗
務
す

る
だ
け
で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

足
切
り
を
設
け
る
事
も
検
討
し
ま
し
た

が
、
頑
張
っ
て
い
る
人
に
は
精
勤
給
の

足
切
り
は
関
係
な
い
の
で
、『
未
収
金
手

数
料
５
％
』
を
撤
廃
さ
せ
る
た
め
に
は
、

分
け
て
考
え
る
事
も
必
要
と
判
断
し
、

精
勤
給
の
廃
止
を
決
断
し
ま
し
た
。
配

布
し
た
資
料
を
参
照
し
て
頂
き
、
わ
か

ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
組
合
事
務

所
に
来
て
頂
い
て
個
別
に
対
応
も
致
し

ま
す
。 

●
自
分
は
毎
月
、
誠
実
に
労
働
を
し
て

精
勤
給
が
満
額
（
一
万
二
千
円
）
つ
い
て

い
る
の
で
す
が
、
自
分
の
営
業
地
区
で

は
未
収
金
自
体
が
少
な
く
、
手
数
料
は

毎
月
約
７
０
０
０
円
前
後
で
す
。
実
質

賃
下
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
？ 

（
執
行
部
）
未
収
金
手
数
料
が
元
々
少

な
い
方
で
、
月
例
賃
金
で
下
が
っ
て
し

ま
う
方
も
数
名
い
ま
す
。
し
か
し
、
努
力

し
て
い
れ
ば
賞
与
の
方
に
還
元
さ
れ
ま

す
し
、
全
体
的
に
は
賃
上
げ
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。 

●
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
ポ
イ
ン
ト
加
点

は
、
毎
回
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
人
で

も
、
実
際
に
モ
ニ
タ
ー
に
あ
た
ら
な
い
と

加
点
さ
れ
な
い
の
で
、
運
に
左
右
さ
れ
る

加
算
方
法･

賃
金
体
系
は
お
か
し
い
の
で

は
な
い
か
？
そ
の
分
を
無
事
故･

無
違
反

の
方
に
ポ
イ
ン
ト
加
算
し
、
厚
く
し
た
方

が
良
い
の
で
は
な
い
の
か
？ 

（
執
行
部
）
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
ポ
イ
ン

ト
加
点
は
、
全
然
あ
た
ら
な
い
人
等
、
確

か
に
不
公
平
感
が
出
ま
す
。
し
か
し
頑

張
っ
て
接
客
を
し
、
そ
の
時
に
見
返
り
が

あ
れ
ば
、
今
後
の
接
客
に
対
す
る
意
気
込

み
も
力
が
入
る
は
ず
で
す
。
更
な
る
品

質･

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
理
解

し
て
頂
き
た
い
。
無
事
故･

無
違
反･

無
苦

情
の
該
当
者
は
非
常
に
多
く
、
こ
の
一
年

の
統
計
を
見
ま
す
と
、
５
０
０
名
中
２
９

０
名
が
該
当
し
て
い
ま
す
。
無
事
故
・
無

違
反
の
方
に
こ
れ
以
上
厚
く
す
る
と
原

資
が
足
ら
な
く
な
り
ま
す
。 

●
労
働
組
合
は
『
有
給
休
暇
は
労
働
者
の

権
利
な
の
で
、
き
ち
ん
と
消
化
す
る
』
様

に
言
っ
て
い
ま
す
が
、
有
給
休
暇
を
取
ら

な
い
人
に
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
る
の
は
矛

盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
？ 

（
執
行
部
）
有
給
休
暇
は
我
々
労
働
者
の

権
利
で
す
の
で
、
も
ち
ろ
ん
全
部
消
化
し

て
頂
い
て
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

日
曜
も
稼
働
し
て
い
る
日
本
交
通
は
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
の
稼
働
率
な
の
に
、
東
洋
交

通
は
『
当
日
欠
勤
』
が
多
く
、
平
日
で
さ

え
稼
働
が
非
常
に
悪
い
現
状
で
す
。
そ
れ

を
改
善
し
た
い
考
え
も
あ
り
ま
し
た
。
私

達
も
義
務
を
果
た
さ
な
い
と
権
利
を
主

張
出
来
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
今
回
の
『
賃
金

改
定
』
を
踏
ま
え
、
一
年
間
の
実
績
を
見

て
、
改
善
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
部
分
が

出
れ
ば
更
に
要
求
し
て
い
き
ま
す
。 

●
努
力
し
て
も
中
々
営
収
が
上
が
ら
な

い
人
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
達
に
と
っ

て
は
非
常
に
厳
し
い
改
定
に
な
る
の
で

は
な
い
か
？ 

（
執
行
部
）
努
力
を
評
価
す
る
と
し
た
ら
、
数

字
で
線
引
き
を
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
平
均

と
総
原
資
で
判
断
し
て
い
ま
す
。
三
分
の
二
以

上
の
乗
務
員
が
今
よ
り
改
善
さ
れ
る
様
に
『
未

収
金
手
数
料
５
％
撤
廃
と
賃
金
改
定
』
決
断
し

ま
し
た
。
一
定
の
水
準
ま
で
努
力
を
し
て
も
ら

い
た
い
。 

  

以
上
の
質
疑
応
答
の
後
、
７
４
名
中
６
２
名

の
賛
成
に
よ
り
、
第
三
号
議
案
『
未
収
金
手
数

料
５
％
撤
廃
』
『
賃
金
改
定
』
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

第
四
号
議
案 

「
第
３
９
期
・
４
０
期
組
合
役
員
及
び
、
中
央
委

員
９
名
の
補
充
」
に
つ
い
て 

 

新
井
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
『
選
挙
管
理
委

員
会
及
び
第
三
十
九
期
・
四
十
期
の
組
合
役

員
』
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
「
定
数
に
満
た
な

い
中
央
委
員
９
名
の
補
充
に
つ
い
て
は
、
執
行

委
員
会
に
人
選
を
一
任
す
る
事
を
決
定
し
た

い
」
と
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
を
得
ま
し
た
。 

第
五
号
議
案 

「
労
働
金
庫
規
約
」
の
変
更
に
つ
い
て 

 

福
島
書
記
長
よ
り
、
労
働
金
庫
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
変
更
は
『
借

入
資
格
の
条
件
及
び
義
務
』
で
す
。 

※
変
更
点
は
議
案
書
に
記
載
し
て
あ
り
ま
し
が
、
希

望
者
及
び
詳
細
を
知
り
た
い
方
は
組
合
事
務
所
ま

で
起
こ
し
く
だ
さ
い
。 

 

第
五
号
議
案
は
特
に
質
問
も
な
く
、
全
員
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

以
上
の
質
疑
応
答
を
得
て
、
全
て
の
議
案
に

対
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

●
第
三
十
九
・
四
十
期
役
員
紹
介
・
定
年
者
功
労

者
表
彰 

 

第
三
十
九･

四
十
期
の
組
合
役
員
紹
介
の

後
、
退
任
す
る
秋
山
執
行
委
員
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
定
年
功
労
者
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
の
定
年
者
功
労
表
彰
の
対
象
者

（
組
合
加
入
五
年
以
上
）
は
、
藤
本
雅
人
さ
ん
、

菊
池
久
夫
さ
ん
、
渡
部
正
博
さ
ん
、
北
川
章
夫

さ
ん
、
福
邊
嘉
雄
さ
ん
の
五
名
で
し
た
。
本
日

の
大
会
に
参
加
さ
れ
た
、
渡
部
正
博
さ
ん
、
北

川
章
夫
さ
ん
の
二
名
は
菊
池
執
行
委
員
長
よ

り
表
彰
状
と
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
不
参
加
の
対
象
の
方
に
は
後
日
、

個
別
に
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。 

  

●
ク
ラ
ブ
奨
励
金
・
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
補

助
金
授
与 

 

続
い
て
石
井
文
体
部
長
か
ら
ク
ラ
ブ

ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
補
助
金
の
支
給
と
、

ク
ラ
ブ
奨
励
金
の
支
給
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

今
年
は
目
立
っ
て
活
躍
さ
れ
た
ク
ラ

ブ
が
な
く
、
今
期
の
『
活
動
報
告
』
と
『
決

算
書
』
を
指
定
期
日
ま
で
に
提
出
し
て

頂
い
た
『
野
球
部
』
と
『
釣
り
部
』
に
ク

ラ
ブ
奨
励
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
大
会
役
員
、
書
記
、
議
長
の
順

で
解
任
し
、
筒
井
副
委
員
長
の
閉
会
の

挨
拶
の
後
、
菊
池
執
行
委
員
長
の
発
令

で
、
全
員
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱
し

て
定
期
大
会
を
終
え
ま
し
た
。 

 

▲「タクシー関係３法案の制定」 

 「賃金･労働条件改善」に向けて 

 団結･ガンバロー！！ ▲定年者功労者表彰にて表彰  

 渡部さん（左）北川さん（右） 


